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【はじめに】全環研酸性雨広域大気汚染調査研究部会では、日本国内における乾性沈着成分（粒子状および

ガス状成分）濃度の時空間分布や経年変化を把握するため、フィルターパック（FP）法を用いて乾性沈着成

分調査を行っている。第 6 次調査（2016 年度～）からは、PM2.5 のイオン成分の通年データを得るため、従来

の 4 段 FP 法にインパクタを追加して、粒径 2.5 µm で粒子を分級捕集する 5 段 FP 法へ順次移行している。こ

こでは、2016 年度乾性沈着調査結果の概要について報告する。 
【調査方法】

2016 年 4 月から 2017 年 3 月にかけて、4 段 FP 法またはインパクタ付 5 段 FP 法により大気中の粒子状・

ガス状成分濃度を全国 30 地点で測定した。FP 法では、大気の吸引流量は 1～4L/min、捕集期間は 1 週間また

は 2 週間とした。得られたデータは部会の指定する月単位で集計し、確定作業を経て地点別に月・年平均濃

度を算出し、全国を 6 地域（北部[NJ]、日本海側[JS]、東部[EJ]、中央部[CJ]、西部[WJ]、南西諸島[SW]）に

分類して地域特性を解析した。

【結果と考察】

2016 年度の粒子状成分の全国年中央値は SO4
2-:30.9、

nss-SO4
2-:28.7、NO3

-:23.2、Cl-:27.3、Na+:41.7、K+:3.0、Ca2+:6.0、
nss-Ca2+:4.7、Mg2+:5.5、NH4

+:47.5 [nmol m-3]、ガス状成分は

SO2:21.6、HNO3:11.7、HCl:23.5、NH3:82.7 [nmol m-3]であった。

調査地点は若干異なるが、SO4
2-、NO3

-、K+、Ca2+、NH4
+、SO2、

HNO3 の年中央値は昨年度と比べて 8～20％減少した。 
図 1 に粒子状成分の地域区分別年平均当量濃度を示す。総当

量濃度は、南西諸島で最も高く、北部で最も低かった。南西諸

島では Cl-と Na+の占める割合が高いが、その他の地域では SO4
2-

と NH4
+の占める割合が高かった。東部では、NO3

-の割合が高い

傾向がみられた。 
インパクタを使用して粗大粒子と PM2.5 とを分けて捕集した

利尻、母子里、札幌北、射水、加須、静岡北安東、海南、鹿児

島及び辺戸岬の年平均イオン質量濃度を図 2 に示す。参考値の

射水と鹿児島を除いた 7 地点の年平均イオン成分濃度は 2.2～
5.0µg m-3（平均 3.7µg m-3）であった。どの地点も SO4

2-
の割合が

最も高く、PM2.5イオン質量濃度のうち 48～68%を占めた。SO4
2-

に次いで多いのはどの地点も NH4
+（15～24%）であるが、加須

と札幌北では他の地点と比べてNO3
-の割合が高く、辺戸岬はNa+

の割合が高かった。 
PM2.5 中の SO4

2-
及び NO3

-濃度と、全粒子に占める PM2.5 の割

合（[PM2.5]/[粗大粒子＋PM2.5]）の月変化を図 3 に示す。SO4
2-
濃

度は、春季から夏季にかけて高くなり、NO3
-濃度は冬季に高く

なる傾向がみられた。粒径変化をみると、SO4
2-
は 1 年を通して

PM2.5 の割合が高いのに対して、NO3
-は夏季に PM2.5 の割合が低

く、冬季に PM2.5 の割合が高い傾向がみられた。NO3
-の粒径に季

節変化がみられる要因は、NH4NO3 等の NO3
-を含む粒子の温度

依存性、海塩や黄砂粒子への HNO3 の吸着、発生源の影響等が

関係していると考えられる。 
発表当日は、他の PM2.5イオン成分の濃度や粒径の季節変化に

ついても報告する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3  PM2.5中のイオン成分濃度及び 
全粒子に占める PM2.5の割合の月変化

図 2 PM2.5イオン成分の年平均質量濃度 
（凡例は図１と同じ、＊：参考値） 

（●利尻、○母子里、▼札幌北、▽射水、■加須、
□静岡北安東、◆海南、◇鹿児島、▲辺戸岬）

図 1 粒子状成分の年平均当量濃度 
（地域区分別） 
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【はじめに】 

全国環境研協議会酸性雨広域大気汚染調査研究部

会では、1991 年より全国酸性雨調査を実施している。

そのうち、湿性沈着調査は、日本全域における湿性沈

着による汚染実態を把握することを目的としている。

本報告では、2016 年度の調査結果について報告する。 
【調査地点】 

2016 年度の湿性沈着調査には、45 機関 65 地点の参

加があった。ただし、地点によっては装置の故障など

により測定値の全部または一部を参考値として、解析

に用いていないところもある。地域ごとの特徴を把握

するために、全地点を北部(NJ)、日本海側(JS)、東部

(EJ)、中央部(CJ)、西部(WJ)、南西諸島(SW)の 6 つに分

類し、傾向を調べた。各測定地点の場所、地域の分類

および年間平均値 pH については、図 1 に示した。 
【結果と考察】 

年間平均値 pH は 4.60(広島安佐南:広島) ~ 5.86(旭:千
葉) の範囲にあり、加重平均は 4.87 であった。H+濃度

の加重平均は 13.9 µmol L-1 で、全体的に JS および WJ
において高く、EJ で低くなる傾向が見られた（図 2(a)）。季節ごとにみると、NJ・JS・CJ・WJ・SW で冬季

に、EJ で夏季に高くなる傾向を示した。年間平均値 nss-SO4
2-濃度は、4.1(静岡北安東:静岡) ~ 33.8 µmol L-1（大

分:大分）の範囲で、加重平均は 10.7µmol L-1 であった。大分で観測された高濃度は、2016 年 10 月 8 日に発生

した阿蘇山の噴火の影響だと考えられる。地域的には JS および WJ で高く、SW で低い傾向を示した（図

2(b)）。季節変動ではいずれの地域もおおむね、冬季に高くなる傾向を示した。年間平均値 NO3
-濃度は、4.6(勝

浦:千葉) ~ 23.6µmol L-1 (前橋:群馬)の範囲で、加重平均は 13.6µmol L-1 であった。地域別では EJ および JS で

高く、SW で低い傾向を

示した（図 2(c)）。季節

的には NJ・JS・CJ・WJ・
SW で冬季に、EJ で夏

季に高くなる傾向を示

した。 
【 全 国 酸 性 雨 調 査

(101)~(104)】 
本調査にご参加いた

だいた全環研協議会会

員機関、並びに全面的

な支援及び協力を頂い

た環境省、国立環境研

究所、日本環境衛生セ

ンターアジア大気汚染

研究センターの方々に

厚く御礼申し上げま

す。 

 
図 1 2016 年度調査地点 

 
図 2 酸性成分の地域ごとの濃度分布 (a) H+ (b) nss-SO4

2- (c) NO3
- 
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